
 
令和５年度の教育活動を振り返り、次年度の方向性を検討しています 

                                校長 北村 雅之 

令和５年度、最終月を迎えます。 

 学区域外の旧北沢小学校校舎に通う４年目、新型コロナウイルス感染症が５類感染症となり、それ以前に子ども
たちが経験、体験していた行事、校外学習、遠足が何の制限もなく実施でき、１０月には運動会、さらに１２月には
学芸会と、子どもたちの活躍、飛躍の場を魅させていただきました。６年生日光林間学園、５年生川場移動教室も現
況に合ったスタイルで実施し、思い出深い宿泊行事となったとの感想が届いています。 

仮校舎で、さらに学区域外からの通学でも、子どもたちは、保護者や地域の皆さまの見守り、さらには、教育委員
会からの通学路警備員配置の配慮もあり、登下校で大きな事故にあうことなく、生き生きと学校生活を送らせてい
ただきました。 

 1年間を通して保護者・地域の皆様に本校の教育活動に対して、ご理解ご支援をいただき、ご協力いただきました
こと、感謝申し上げます。 

 さて、上記の実態を客観的に知る指標のひとつとして、秋に実施した学校関係者評価アンケート（以下、評価アン
ケート）の結果があります。別紙に、今年度の評価結果と昨年度のものを比較した一覧を掲載させていただきます。 

 ここでは、世田谷区教育委員会の基本方針と本校の今年度の重点目標を評価アンケートの結果から振り返えらせ
ていただきます。 

 

「キャリア・未来デザイン教育」 → ＜ひとつでも多くの自信をもたせる＞ 

 ・評価アンケート（保護者）「本校では、自分の生き方や将来について、考える授業がある」 

の肯定的評価 66％（前年度 65％） 

 ・評価アンケート（児童）「自分の生き方や将来について、考える授業がある」 

の肯定的評価 63％（前年度 77％） 

 ・評価アンケート（保護者）「私の子供は、失敗を恐れないで、いろいろなことに挑戦している」 

の肯定的評価 61％（前年度 71％） 

 ・評価アンケート（児童）「私は、失敗を恐れないで、いろいろなことに挑戦している」 

の肯定的評価 69％（前年度 76％） 

 ▼これら４つの項目の評価結果を見る限り、前年度から肯定的評価ポイントを下げていて、反省と次年度に向け
ての改善が喫緊の課題です。 

 

「せたがや探求的な学び」 → ＜よい学習習慣を身に付けさせる＞ 

 ・評価アンケート（保護者）「本校は、子供が考えたことを話し合ったり発表し合ったりする機会がある」 

の肯定的評価 93％（前年度 94％） 

 ・評価アンケート（児童）「授業では、考えたことを話し合ったり発表し合ったりする機会がある」 

の肯定的評価 96％（前年度 92％） 

 ・評価アンケート（保護者）「私の子供は、授業で『わかった、できた喜び』がある」 

  の肯定的評価 86％（前年度 87％） 

 ・評価アンケート（児童）「私は、授業や学校生活で『わかった、できた喜び』がある」 

の肯定的評価 83％（前年度 78％） 

 □これらの４つの項目の評価結果からは、前年度に引き続き肯定的評価ポイントが高い数値を維持しています。
その良さを検証するとともに、次年度に向けて更なる充実を図ります。 

 

上記の振り返りも含め、現在、学校運営委員会や学校関係者評価委員会で話し合っていただいている提言を加
え、令和６年度の学校経営策を新年度には示させていただきます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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